
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オタマジャクシを飼育して無事にカエルに成長させた

り、野菜を育て始めたり、とお世話が楽しいと思えるよ

うに 

なった 5月。思いやりの心も育まれたことでしょう。 

クラスの遊具は連休明けに一新。次々と新しい遊びに

チャレンジするらいおん組の子どもたちです。 

外遊びでも大繩や鉄棒に進んでチャレンジ！上達する

たび嬉しそうに大人に伝えてくれます。 

むかしは、子どもが芸事を習い始めるのは6歳の６

月６日からという習わしがあったそうです。 

６が並んで覚えやすいということもありますが、 

数え年の６歳（満５歳）になると、教えられたことや 

大事な点を覚えることができ、自分で励んだりうまく 

できた喜びを知ることができるようになるから、だそう

です。 

今月はいよいよお箸検定が始まります。 

さらに意欲を高めて挑戦してほしいですね♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆電車に乗る時は「う・さ・ぎ」 

ルールとマナーが混在している電車内。「どんなことに気を付けて乗ればいいのか」子ど

もたちにたくさん意見をだしてもらいました。お年寄りに席を譲るのはルール？静かにする

のはマナー？大人でもその境界線は人それぞれだと思います。ルールを守ると楽しいこと

を知った子どもたちに、「マナーを守ると自分も相手も嬉しい！」ことを伝え、遠足で電車

を使うときには簡潔に３つの約束事を合言葉にしました。『うごかない・さわがない・ぎょう

ぎよく』の頭文字をとって「う・さ・ぎ」です。遠足当日はみんながこのお約束を守って電車

に乗ることができました！！年長さんらしくてとてもかっこよかったです。 

 
 
 
 

 

 

「いつやるのー？」「はやくやりたーい！！」と子ども達からリクエストが殺到していたお箸

検定。いよいよ今月からスタート！ 

食事中のマナーを守る意識が以前にも増して強くなってきていますし、スプーンのグリッ

プを外しても３点持ちが安定してきました。 

お箸検定をきっかけに箸の扱い方が上手になることで就学後も楽しく

食事ができるようにサポートしていきます。 

ですので合格したからお箸が上手、ではなく合格をスタート地点として

ご家庭でも援助してほしいです。保護者の方々から「親の私も正しい箸

の使い方が難しい」なんて声をもらうこともありますが、安心してくださ

い！ この機会に、楽しみながら一緒に練習していきましょう！！ 

 

Q：質問 A： 回答 

お箸検定って？？ 楽しみながらお箸の練習ができるあおぞら保育園独自

の検定です。 

レベル１からレベル１０まであります。 

検定カードは合格までは、ロッカーやレターケースに入

れたままにしてください。 

合格すると？ レベル５を合格するとお箸で給食を食べられます。 

レベル６以降はお箸を使ったゲーム感覚でより高度な操

作性の獲得を目指します！（お箸マスターになれる！） 

家でも練習したい！ 必要に応じて練習用の箸を貸出しますのでお声掛けく

ださい。 

ポイントもお伝えしますね！ 

いつまでに合格すればいいの？ 箸はこの先ずっと使う一生物ですので、正しい持ち方を

身につけてほしいと考えています。 

習得には、個人差もありますので 

卒園までに合格を目指してご家庭と連携を取りなが

ら、進めていけたらと思います。 

 

 

集団生活の中で「ルールを守ること」の大切さについて、日々保育

の中で繰り返し子どもたちに伝えています。  

特にらいおん組は園生活のリーダー的存在として年下の子のお手

本となる行動が求められます。 

例えば、「順番を守る」「みんなが使う場所をきれいにする」「公共

の場を意識する」など。場面ごとにルールを確認しながら、自分の行

動がまわりにどう影響するのかを少しずつ理解している途中です。

園外活動が増え、より多くの人と関わる時期なので、ご家庭でも 

お出かけの際などにルールやマナーについてお子さんと

話し合う時間をもっていただけるとより成長につながると

思います。 

現在クラスでは、「ルールを守ること」の大切さに加え、 

「なぜルールを守ることが大切なのか」を伝える方に重

点を置き、子どもたちが自身で考えられるようその都度 

 

☆理由があります 

ヨシタケシンスケさん著『りゆうがあります』の絵本をを導入にどんなことにも理由があ

ることを話しました。好きなものカードの作成もその一環です。 

 

☆追及してみよう 

お集まりでまず自分の場所とみんなの場所がそれぞれどこかを子ども達に問いかけまし

た。自分の場所は、「子ども部屋」「ベッド」「秘密基地」「ロッカー」「レターケース」。みん

なの場所は「保育園」「公園」「図書館」「学校」「電車」「夢庵」「ココリア」「サンリオピュ

ーロランド」など。意見が出て次になぜみんなの場所にはルールがあるのかを考えてもら

いました。 

すると、「けがするから」「ひとのめいわくになるから」と何人かの子が回答してくれました。 

ここで大人から「なぜ怪我しちゃだめなのか」「なぜ人の迷惑になるといけないのか」とさ

らに深堀り。頭を抱える子ども達。言い過ぎたかなと反省のけいたろう。結論は僕から伝え

ました。「ルールを守ると楽しい！！」 

 

 

 

伝えています。先月行われた遠足に向けてもいくつか子どもたちと話したことを

紹介します。 

 


